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バ

ヌ

ア

ツ

の

リ
ニ

首
相

五

島

昇

　

去
る

四

月、

ESCAP

総
会
の

開

会
式
出
席
を

兼
ね

て

来
日

さ

れ
た
バ

ヌ

ア

ツ

共
和
国

の

リ
ニ

首
相

と、

一

夕、

会
食
す
る

機
会
を

得
た．、

リ
ニ

さ
ん

は
、

ポ

ー

ト
ビ

ラ

と

サ

ン

ト

の

空
港
を
拡
張
す
る

計
画
が

あ

り、

そ

れ

が

完
成
し

た

ら、

よ

り
多
く

の

日

本
人

観

光
客
に

来
て

も
ら

い

た

い

こ

と．．

ま

た、

観
光
関

係
以

外
で

も
日

本
か

ら
の

投
資
を

大
い

に

望
ん

で

い

る
こ

と

な

ど、

熱
心

に

語
〔、
て

お

ら

れ
た

。

　
バ

ヌ

ア

ツ

は
、

一

九
八
一

年
二

月
に

は

フ

ラ

ン

ス

大
使
を
国
外
退
去
さ

せ

た

り、

そ

の

翌
年
二

月
に

は
、

米
艦
二

隻
の

親
善
訪
閤

を
拒
否
し

た

だ

け

で

な
く、

領
海
航
行
さ

え
拒
否
す

る

と

い

う、

独

立
早
々

の

小

国

と

は

思
え

な

い

強
硬
な

外
交
策
を

と

っ

た

が、

リ

ニ

さ

ん

自
身
の
パ

ー

ソ

ナ

リ

テ

ィ

ー

は、

極
め

て

穏

や

か

で

チ

ャ

ー

ミ

ン

グ
で

あ

る．．

　
と
こ

ろ

で、

こ

と

し
の一
．

月
、

バ

ヌ

ア

ツ

で

は

ソ

コ

マ

ヌ

大
統
領
が

突
然
辞
任
し、

二

十
日

後
に

は

再

び

同
氏
が
大
統
領
に

選

出
さ

れ

た

が、

辞
任

の

理

由

は

自
動
車
税
の

滞
納
と

い

わ

れ、

い

さ

さ

か

奇
異
な

感
じ

を

持
っ

た

も
の

で

あ

る
。

そ

こ

で、

そ

の

真
相

に

っ

い

て
、

直
接、

リ
ニ

さ

ん

に

聞
い

て

み

た

ら、

次
の

よ

う
な
説
明
が

あ
ワ

た
。

　
「

バ

ヌ

ア

ツ

の

憲
法
は、

大
統

領
に

も
首
相

に

も

特
別

な

保
護
を
与
え

て

い

ま

せ

ん
。

ソ

コ

マ

ヌ

氏
は

自
動
車
税
を
期
日

ま
で

に

納
め

な

か
っ

た

の

で、

裁

判
所
か

ら

罰
金

を
課
せ

ら

れ

ま

し

た
。

ソ

コ

マ

ヌ

氏

は、

期
日

ま

で

に

納
税

し
な

か

っ

た

の

は

大
統
領
と

し

て

相
応
し

く
な

か
っ

た

と

考
え

て

辞
任

し、

国
会

と
地

方
政
府
代
表
団
は、

や

は

り

彼
は

大
統
領
と

し

て

相
応
し

い

と、

補
選
で

彼
を

選

出
し
た

。

た

だ、

そ

れ

だ

け

で

す
」

。

　
法
の

下
に、

当
然
の

こ

と
が

当
然

に

行
わ
れ

た

と

い

う
淡

々

た

る

説
明
で、

思
わ

ず
感
心
し
た．、

　

さ

て、

日

本
に

は

中
丸
さ
ん

と

い

う
姓
も
中
丸
と

い

う

地

名
も
あ
る

が、

バ

ヌ

ア

ツ

で

は

村
の

集
会
場

を

ナ

カ
マ

ル

（

Z
卸

斎一
∋
巴
）

と
い

う
。

バ

ヌ

ア

ツ

は
、

自
然
の

美
し
さ

と
人

情
の

す
ば

ら

し

さ

で
、

観
光
客

の

心

を
惹
き
つ

け
る

が、

私
に

と
っ

て

は
、

そ

れ

以

上
に
、

何

と

な

く
親
近
感
を
そ

そ

ら

れ
る

国

で

あ
る

。

プ
エ

ル

ト
・

リ
コ

と
日

本

…

−

そ
の

距
離
の

逆
転

現
象

1
長
嶋
　
俊
介

　
カ

リ

ブ

海
の

大
ア

ン

チ
ル

列
島
東
端
に
、

プ
エ

ル

ト
・

リ
コ

の

主

都
サ

ン

フ

ァ

ン

が

あ

る
。

そ
こ

は

西

　
　ハげ

経
約
66、

ち
．“
う
ど

日

本
の

高
松
や

岡
山
の

正

反
対

の

経
度
に

あ
る

。

一

五

八

五
年

に

ス

ペ

イ

ン

に

よ

り

築
か

れ

た

城
砦、

エ

ル

モ

ロ

に

行
っ

た

時、

日

本
と

の

意
外
な

距
離
を
知

ら

さ

れ

た
。

　
車
両
の

片
側
を
オ

ー

プ
ン

に

し

た

ア

イ
ス

ク

リ

ー

ム

屋

が

あ
っ

た
。

カ

リ

ブ
海
｝

帯
の

そ

れ

は
、

天
然

果
汁
を
ふ

ん

だ

ん

に

用
い

て

お

り
、

大
変
な

美
味
で
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あ
る

。

そ

の

親
爺、

思

惑
あ
り

げ

に
、

あ
な

た

方
は

ど

こ

か

ら

来
た

か

と

い

う。

　
ス

ペ

イ
ン

風

の

旧

都
オ

ー

ル

ド
・

サ

ン

フ

ァ

ン

を

歩
い

て

い

た

時
に

は
、

「．
そ

こ

の

中

国

人
」

な

ど

と

．
言

わ
れ

て
、

い

か

に

も
異
国
気
分
で
い

た

の

で、

ま

と

も
に

答
え

る

気
分
に

は

な
っ

て

い

な

か
っ

た

が、

日

本
と

答
え

る
。

す

る

と

日

本
の

ど
こ

か

と

さ

ら
に

聞
く

。

私
は

横
田
、

博
多、

京
都
を

知
っ

て

い

る

と

言
う

。

し
か

も
住
ん

で

い

た

と
ま

で

言・
っ。

　
氷
水
屋
の

親
爺
が

？

　
キ

ツ

ネ
に

つ

ま

ま
れ

た

思

い

で

そ

の

人
な
つ

っ

こ

い

顔
を
見
る

。

イ

ン

テ

リ

で

も、

タ

レ

ン

ト

で

も、

元

大

金

持
ち

で

も
な

さ

そ

う

だ
。

　
普
邇

の

ブ

エ

ル

ト
・

リ

コ

人

（

ウ．
エ

ス

ト

サ

イ

ド

物

語
の

登

場
人

物

達
・
そ

の

郷
單
に

あ
る

彼
ら
）

を、

太
平
洋
を
越
え

は

る

ば
る

極
東
に

ま

で

運
び
連

れ
出
し

た

の

は、

何
と
戦
争
（
朝
鮮
戦
争）

で

あ、
っ

た
。

異
常
事
態
は、

人
を

兵
と

し

て

大
変
な

地
の

果

て
、

海
の

果

て

の

遠

方
ま

で

連
れ

出
し

て

し

ま
う

。

　
ジ

ャ

マ

イ

カ

が

JAPAN

と
名

前
を
通

じ

た

隣

国
な

ら、

プ

エ

ル

ト
・

リ
コ

は

米
国
を

通
じ

た

隣
の

島
で

あ
る
。

隣
接
島
嶼
の

旧

植
民
地
ら
し

い
、

く
す

ん

だ

風

情
は

少
な

い
。

イ
ン

フ

ラ

の

充
実
ぶ

り
に

も、

便
利
で

安
く

品
揃
い

豊
か

な
ス

ー

パ

ー

に

も、

観
光

施
設
に

も、

米
国
の

コ

モ

ン

ウ

エ

ル

ス

ら

し

い

賑

い

が

満
ち

て

い

る
、^

ま

さ

に

米
国
の

延
長
で

も
あ
る
，

　
ダ

イ
ハ

ツ
、

ダ

ソ

ト

サ

ン

等
の

看
板
も

目
立
っ

た。、

日

本
車
は

ま

ず
こ

の

ア
エ

ル

ト

・

リ
コ

に

来

て、

他

の

小
さ

な

島
々

に

配

送
さ

れ

る．、

　
し

か

し
経
済
力
が

費
用
距
離
を

逆

転
し

て

し

ま
う

不
思
議
な

現
象
が
、

こ

の

カ

リ

ブ

に

は

あ

る。

英
領

モ

ン

セ

ラ

ッ

ト

（
仏

領
グ
ァ

ド

ル

ー

ブ

や

ア

ン

テ
ィ

グ
ァ

島
の

隣
島
）

ま

で

の

距
離
は

鋤

 

に

も
満
た

な

い

の

に
、

反
対
経
度
の

距
離．
田

日

本
の

方
が、

雑
貨

な
ら

 
当

た

り
約
80
＄

も
安
い

。

車
で

も

同
20
＄
安

い
。

八
丈
島
の

む
こ

う

に

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

が

見
え

る

映
像
が、

カ

リ

ブ
か

ら
は

冨
士

が

見

え

る

光

景
に

な

る
。

　
］

方
日

本
か

ら

見

た

カ

リ

ブ

は、

ポ

リ

ネ
シ

ア

や

イ
ン

デ

ィ

オ

遺
跡
よ

り
も

、

さ
ら

に

遠
い

所
に

あ

る、．

不

思
議
な、

不
思

議

な

距
離
の

逆

転
現
象
で

あ

る
。

掲

　
示

板

南
洋
群
島
協
会

が

移
転

　

去
る

4
月
1
日、

財
団
法

人

南
洋
群
島
協
会
が

左
記
に

移
転
し

ま
し
た．v

　

〒

麗

　
東
京
都
文
京
区
小
石
川
2
…

23
…

14

　

　

　
　
電
話
・

03i818

…

3967

　

新
事
務
所

は
、

都

営
地

下
鉄
「、
春
日
」

ま
た

は

営

団
地
下
鉄

「

後

楽
園
」

か

ら

徒
歩
数

分
で

、

源

覚
寺
（

こ

ん

に

ゃ

く

え

ん

ま
）

の

墳
内

に

あ
り
ま

す。
古
田

武
彦
氏
　
昭
和
薬
科
大
教
授
に

　
占
田

武
彦
氏
は、

去
る

四

月、

昭
和
薬
科
大

学

の

教
授
に

就
任
さ

れ、

ご

住
所
も
東

京
に

移
さ

れ

ま

し

たハ、

新
住
所
は

左

記

で

す
。

　
〒

照

　
東
京
都

文
京
区
本

郷
2
−−
17
…

5・
…

 

　
　
　

　

電

話
・

03i818

−
4D66

コ

ア
ラ

プ
レ

ス

友
の

会
が
発

足

　
海
野
七
郎
さ

ん

と
星

野
和

謙
さ

ん

が、

私
費
を

投
じ

て

出
し

続
け

て

来
ら

れ

た

コ

ア

ラ

プ
レ

ス

〔
太

平

洋
学
会
誌

第
22
号
27

参
照）

に
、

友

の

会
が

誕

生
し

ま

し

た
。

購
読

会
員
は

年
間
二

千
円、

賛

助
会
員
は

年

間
一

万

円

以

上

の

寄
付
を

す

る

こ

と

に

な
っ

て

い

ま

す
。

ポ

ナ
ペ

が
ポ
ー
ン

ペ

イ
に

な
る

　
ミ

ク
ロ

ネ

シ

ア

連
邦
（
嘔 、
ω

ζ
）
の

首

都
が

あ

る

ボ

ナ

ベ

で

は、

本
年

七

月
二

日、

州
憲
法
草

案
に

対
す
る

住
民
投
票
が

行
わ
れ

ま

す
が、

こ

の

草
案
で

は

ポ

ナ
ベ

と

い

う

地
名
が、

本
来
の

呼
び

方
で

あ
る
ポ

…

ン

ペ

イ
（

勺冖）
ゴ
コ
℃

2
）
に

改
め

ら

れ

て

い

ま
す
か

ら、

こ

の

憲
法
が
成
立
す
る

と、

少
な

く

と

も、

FSM

内
で

は
ポ

ナ

ペ

と
い

う
呼
称

は

消
え

る

こ

と
に

な

り

ま

す。

　
　
　
　

　

　
　
　
〈

太、
宰

洋
学
会
事
務
局

V
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